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電圧が負のときは、Pが低電位となり、飛び出す電子を押し返す。
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ここで、V=Voにすると、最も運動エネルギーが大きい電子を
ギリギリ押し返し、Pに1つも電子が到達しなくなり、I=0となるのだ。

エネルギーと仕事の関係より

KMax=eVo [ J ] 2[J］から［eV］への
変換にも慣れておこう、

（2
= V 0 し いーーーー、

(a） 強、度（イ）→波動と考えると、光の強さもエネルギーに
関わる。それならば図3で強い光にしたとき
阻止電圧が大きくならないといけないのだ。
波動ではない振る舞いをしてるといえる。
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図4より
「では界しなの方が小さいことがわかる

(C） 図4のグラフを式にする。
ととのいになり切片

ここでグラフの化なきがんならば
Wo=hro

なので
Kmax=hV - hV。

=h ( V_V )- _ - 、 （ エ ）
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（オ
（2）の（C）の式は以下のように解釈でき
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Kma x= eVoで阻止電圧が求められる。
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で 変な方向にとびだした電子も回収するので、
Pに到達する電子が増える。
⇒回路をまわる電子がふえるので
Iが増える。

これをグラフにしたのが 図3であり、
を

強い光F一Eで
にで

押し返すので この経すで⇒ 飛びだした電子を全て
Iが へ る 回収したら増えなくなる。

すると、強い光の方が飛びだす電子を全回収したときの量が
多いといえる。

そして、光子1個につき、電子を1個とびださせているので、
強い光の方が光子の_数が多いといえるのだ。
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